
下條真司

コ ロナ克服社会における 

地方の可能性
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資料１



大学で何が起こ っ たか

• メ ディ ア授業への対応 

• テレ ワーク への対応 

• 分散さ れた組織での全体把

握と コ ミ ュ ニケーショ ン

• メ ール 

• 学内フ ァ イルサーバー 

• 紙と ハンコ

• Slack , team s 

• ク ラ ウド サービス 

• 学習システム(cle)、 ビデオ配信(echo36 0 ) 

• zoom , W eb ex, team s
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日本の場合

• 情報と 経営の両方をわかるCIOの不在 

• プラ ッ ト フ ォ ーム、 汎用ツールの導入が遅れている 

• 情報システム部は運用だけで内製化でき ない

コ ロナなどの天変地異に対し て弱さ を露呈
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アフ タ ーコ ロナのニュ ーノ ーマル

• ICTがも たら すレ ジリ エンス 

• レガシーシステムの不適合 

• 価値観の転換 

• 国家、 会社→ 地域、 家族 

• 利己→利他 

• グローバル 

• 必要な技術はも う ある

DXを すすめるチャ ンス 

地域を 見直すチャ ンス
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• グローバル (Global) 

• 透明性多様なカ ルチャ ー (multi-culture) 

• 自由と 匿名性 (Liberty and anonymity) 

• 公平ではなく 公正 (Fairness not equity) 

• コ モンズ (commons) 

• 機会の提供 (opportunity) 

% 原文はeq u ity
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日本の場合　 処方箋

• 情報と 経営の両方をわかるCIOの不在　 → CIO, CTO, CPO 

• プラ ッ ト フ ォ ーム、 汎用ツールの導入が遅れている → sa lesfo rce, G su ite , 

M S p ower au tom ate, (no t RPA) 

• Zero  trust arch itectu re 

• 情報システム部は運用だけで内製化でき ない → 内製でき る筋肉質へシェ ープ

アッ プ

フ ラ ッ ト な組織と 明確なビジョ ン 

文化
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Socie ty  5 .0 と は
内閣府のページ (h ttp s ://w w w 8 .c a o .g o .jp /cs tp /so c ie ty 5 _ 0 /)
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https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/


Socie ty  5 .0 と は
内閣府のページ (h ttp s ://w w w 8 .c a o .g o .jp /cs tp /so c ie ty 5 _ 0 /)

 

-8-

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/


Socie ty  5 .0 実現拠点プロジェ ク ト
文部科学省　 ー大阪大学、 理化学研究所、 その他

2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史 3

ライフデザイン・イノベーション研究拠点
Initiative for Life Design Innovation

エデュテインメント
楽しみと学びを実現する

イベント・プログラム 等

身体の健康のみならず、心の健康、人々とのコミュニケーションがうまく取
れているといった社会的な健康、快適な居住環境が得られているという意味
での環境の健康を同時に考え、人生のQOLの向上をデザインする。

目的
（ゴール）

ウェルネス
心と体の健康増進につながる

製品・サービス 等

ライフスタイル
QOLを支える

製品・サービス 等

⼤阪⼤学キャンパス 5万人

吹田キャンパス

箕面新キャンパス

70億人

PLRを
世界標準へ

⼤学・研究機関 企業・起業家

イノベーション創出

キャンパスを実証実験の場として開放

Personal 
Life Recordsの

標準化

うめきた2期区域

240万人

iLDi

豊中キャンパス

2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史

実証フ ィ ールド 整備プロジェ ク ト

大阪大学における実証実験フ ィ ールド 設置

9
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Socie ty  5 .0 実現拠点プロジェ ク ト
文部科学省　 ー大阪大学、 理化学研究所、 その他

2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史

保健・予防医療プロジェクト
健康・スポーツプロジェクト
未来の学校支援プロジェクト
共生知能システムプロジェクト
グランドチャレンジ研究PJ

実証フィールド整備

n PLRプラットフォーム

社会個人

PHR 日常

吹田キャンパス

⾒守りセンサー

ロボットやIoT機器を活⽤した⾏動センシング技術
アプリ連携、同意制御API群

Personal Life Records
データ構造化: 状態を把握するための各種情報を⼀元管理
個人同意制御: 患者同意に基づいた適切なアクセスコントロール
データ統合化: 各種データ種別を⾏列データとして符号化、統合

データセット定義

Dynamic Consent ブロックチェーン 秘密分散・計算 匿名化 AI技術群

n PLR収集＆実証フィールド

n PLR活⽤ソリューション

病院ネットワーク 箕面新キャンパス

病院ネットワークとセンサネット
ワークによるPLRデータベース

データポータビリティとプライバシーバイデザイン
安心して個人データを活⽤できる社会、それがSociety5.0 

13

PLR(Personal Life Records)プラットフォーム

豊中キャンパス

2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史 17

本事業が目指す未来社会

n PLRが支えるゆりかごから墓場までのライフデザイン
n PLRで子育て、発育、教育、労働、健康維持・増進、介護支援
n病院ネットワークとセンサネットワークによるPLRデータベース

PHR 日常

子育て支援
n 発達障がい
n 育児ノイローゼ

高齢者支援
n 認知症
n 孤独

PLRデータベース

病院ネットワーク センサネットワーク

就学支援
n 引きこもり
n いじめ
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Socie ty  5 .0 実現拠点プロジェ ク ト
文部科学省　 ー大阪大学、 理化学研究所、 その他

2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史

情報システム基盤プロジェ ク ト

So c ie ty5 .0 のためのパーソ ナルデータ ハンド リ ング基盤の研究開発

n データ 構造化・ 統合： 状態を把握するための各種情報を一元管理、 各種データ を統合

n 個人同意制御： 個人同意に基づいた適切なアク セスコ ント ロール

n セキュ リ ティ 、 プラ イ バシー対応： 一貫し たセキュ リ ティ およ びプラ イ バシーへの対応

原本データ を 介さ ない統計処理のための秘密計算

個人が日常生活の中で利用する様々なサービスから 発生する個人データ を、 個人が
より 健康的に生きるために、 自ら の意思で安全に活用できる社会の実現

23 2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ 八木康史

社会技術プロジェ ク ト

プラ イ バシーや個人データ
保護策に関する研究会の様子

取得 保持 利用 廃棄

二次利用

アルゴリ ズム同意
オプト イ ン/アウト

データ
ポータ ビ リ ティ

公平性、 透明性、 アカ ウンタ ビリ ティ

プラ イ バシー・ バイ ・ デザイ ン、 プラ イ バシー影響評価
（ PIA）

契約通知

目的： データ のラ イ フ サイ ク ルを 通し た、 データ ハンド リ ングのルール作り

未来型プ ラ イ バシー保護策

n プラ イ バシーは個人では判断できない社会になっ ている
n 公開すると 心配だけど、 公開し ないと デメ リ ッ ト がある
n どこ まで公開すべき かのガイ ド ラ イ ンを出す（ デフ ォ ルト 設定）

安心し て個人データ を活用できる社会、 それがSociety5.0 
22

全体をコ ンテナ(k8 s)を用いて構築中
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都市とIoT全体像

モノのプロセス ヒトのプロセス

人々の幸せ

技術を「モノのプロセス」から「ヒトのプロセス」にまで拡大する事で、「人々の幸せ」に貢献

APIR「 都市に

おけるIoT研究

会」

SDGs

都市OS
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都市OS

• OpenData , OpenAPIのハブと なる 

•

内閣府 大阪府
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個人情報（ パーソ ナル情報） の活用に対する３ つのアプローチ

• 個人情報は公益に資するべき  

• 個人情報の活用は公益と 私益のバラ ンスを 取るべき  

• 個人情報は個人のも のであり 、 活用すべき でない
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コ ロナにまつわる情報技術と プラ イバシー

• Goog leと Ap p le共闘の新型コ ロナ対策、 その仕組みと プラ イバシー 

• http s://www.itm ed ia .co .jp /news/articles/2 0 0 4 /1 1 /news0 1 8 .h tm l 

• 大阪コ ロナ追跡システム 

• http ://www .p ref .osaka .lg .jp /sm art_ som u/osaka_ a lert/ind ex.h tm l 

• 新型コ ロナウイルス、 感染者と の濃厚接触も 分かる中国ITの監視力 

• http s://b usiness.n ikkei.com /atcl/g en/1 9 /0 0 0 0 2 /0 2 1 8 0 1 0 9 6 / 

• Ｉ Ｔ 活用でコ ロナ追跡　 韓国、 感染者の経路公開 

• http s://m a in ich i.jp /artic les/2 0 2 0 0 4 1 6 /d d m /0 0 3 /0 4 0 /0 4 0 0 0 0 c 

• ELSI No te 「 接触確認アプリ と ELSIに関する1 0  の視点」
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https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2004/11/news018.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/smart_somu/osaka_alert/index.html
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00002/021801096/
https://mainichi.jp/articles/20200416/ddm/003/040/040000c


自治体の場合　 処方箋

• 情報と 経営の両方をわかるCIOの不在　 → CIO, CTO, CPO 

• プラ ッ ト フ ォ ーム、 汎用ツールの導入が遅れている → sa lesfo rce, G su ite , 

M S p ower au tom ate, (no t RPA) 

• Zero  trust arch itectu re 

• 情報システム部は運用だけで内製化でき ない → 内製でき る筋肉質へシェ ープ

アッ プ＋シビッ ク テッ ク  

• ディ ジタ ルディ バイ ド を 埋める
フ ラ ッ ト な組織と 明確なビジョ ン、 透明性 

文化

プラ ッ ト フ ォ ームは共通、 やり 方は独自に
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① 大阪府 「新型コロナウイルス感染症対策サイト」

https://covid19-osaka.info/

Ø 東京都がCode for Japanとサイトを開発
し、ソースをオープンソースとして公開

Ø それを受けて、全国の有志のエンジニア
が自らの都道府県のクローンを開発する
動きが起きる

Ø 大阪府はCode for Osakaと協働して開発

シビックテック、Code for XX、オープンソース、GitHub

② 大阪市 「新型コロナウイルス感染症対策支援情報サイト」

https://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu010/covid19/

Ø 国（経済産業省、中小企業庁ほか）、大
阪府、大阪市が実施している支援情報を
検索するサイトを大阪市が開発

Ø 個人、事業者の別、資金繰り、補助制
度・給付金など種類別で検索

Ø 他の自治体でも比較的簡便に同様のサイ
トを構築できるように、サイトのソース
をオープンソースで公開

大阪市ICT戦略室ICTイノ ベーショ ン担当課長　 中道氏提供
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https://covid19-osaka.info/
https://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu010/covid19/


Further reading

電子国家「 e-Estonia」  へよう こ そ  

e-エスト ニア  デジタ ル・ ガバナンス

の最前線 
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e-estonia.com
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